
第９章 教材作成のための Flash活用 

 

       
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 Flash とは何か？ 
 

Flashとは，なにか？  
 
 
 
 

Flashでは，イラストを描いたり，アニメーションやムービーを作るほか，Webサイ
トをまるごと作ったりすることもできます。描いたイラストが移動するといった程度の

アニメーションであれば，あっという間に作成できます。 
          Flashでは，アニメーションや音声などを組み合わせて作成した作品のことを「ムー

ビー」と呼びます。 
 

２ ムービー作成の流れ 
 

ムービー作成の主な手順は次のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

Adobe Flash CS3 Professionalとは，Web上で再生するアニメーション・ビデ
オなどの動画や，ユーザーインターフェースを作成するためのソフトです。 

テ
ス
ト 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る 

イ
ラ
ス
ト
を
描
く
・
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る 

必
要
な
も
の
を
画
面
に
配
置
す
る 

Action Script

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る 

ム
ー
ビ
ー
の
計
画
を
練
る 

パ
ブ
リ
シ
ュ
す
る 

構想 素材作成 オーサリンｸﾞ 仕上げ 

教材作成のための 

Flash の活用 



ICT教育研修テキスト 

 

３ Flash のスタートメニュー画面構成 
 
３．１ Flash のスタートメニュー画面構成 
  Flashを起動すると，次のような画面が現れます。これを「スタートメニュー」と 
呼びます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ Flash のアプリケーション画面構成 
「スタートメニュー」で「Flash ファイル(AS2.0)」をクリックすると，次の作業 

画面が現れます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

作成途中の 
ファイルを開く 

新しいムービー
を作成する 

ブラウザが起動
し，ソフトの概
要，新機能，使
い方などを説明
するサイトへジ
ャンプする 

チェックを付け
ると，次回起動
時からスタート
メニューが表示
されなくなる。 

テンプレートを使用
して新しいムービー
を作成する 

ブラウザが起動し，Flashの
拡張機能をダウンロードす
るページへジャンプする 

タイムライン 
レイヤーとアニメーションの時間軸を表す 

メニュー 
アプリケーションの操作全般に使
用 

ツールバー 
主に描画のた
めのツールを
集めたもの 

ステージ 
描画したり，
アニメーショ
ンを作成する
部分 

プロパティイ
ンスペクタ 
描画前のツー
ルの設定やス
テージ上のオ
ブジェクトの
塗りや線など
のプロパティ
を設定する 

カラーパレット 
線や塗りの色を設定 

Action Script のバー
ジョンを示している。 
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３．３ Flash の各ウインドウ・パネル構成 
ムービーの編集をするときに使用するウィンドウやパネルの大まかな役割を紹介します。 

            

 (1)  ドキュメントウィンドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) ツールバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーンの
切替 

シンボル
の切替 

ステージの拡大率・
縮小率 

ファイル名 

現在編集中の
オブジェクト 

タイムライン 

ステージ 

ワークエリア 
 
ステージの外
にある部分。
ここにもオブ
ジェクトを描
いたりアニメ
ーションを作
成できる。イ
ラストが画面
の外から現れ
たり，画面の
外に消えたり
するような場
合に利用する 

線のカラー 

ダイレクト選択ツール 

投げなわツール 

テキストツール 

矩形ツール・多角形ツール 

ブラシツール 

バケツツール 

消しゴムツール 

虫めがねツール 

塗りのカラー 

カラーなし 

カラーの入れ替え 

選択ツール 

線ツール 

ペンツール 

鉛筆ツール 

自由変形ツール 

インクボトルツール 

スポイトツール 

ハンドツール 

ツールオプション 選択して
いるツールのオプション 

白黒 
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(3) 描画作業のためのパネル 

「メニュー」の「ウィンドウ(W)」の「デザインパネル(G)」で以下の項目を選択して表示できます。 

 

① カラーミキサー 

線と塗りの色やグラデーションを設定するためのパネルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 色見本 

設定したカラーおよびグラデーションを保存しておくためのパネルです。 

                一度保存したカラーはカラーミキサーやプロパティパネルから選ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 実習に入る前にデスクトップに「フラッシュ講座」のフォルダを作成してください。 

 

 

線の色 

編集中の色 

カラーの 16進数値 

塗りの色 

数値入力 

明度スライダ
ー 

カラーミキサー 

塗りの状態 

グラデーション見本 

色見本 
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４ イラストを描き，シェイプトゥイーンで動きをつける 
 
あるイラストから別のイラストへ徐々に変化するアニメーションです。 

                 次のように変化するアニメーションを作成します。 

 

 
 
 
 
 
 
 

４．１ ステージの大きさと背景色を設定します 

 
(1) プロパティインスペクタの「サイズ」をクリックします。 

  
 
 
 
 
 

                  
 

(2) 幅に 500，高さに 450 にして，背景色をクリックして色を決めて「OK」をクリ
ックします。 
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 ４．２ 文字の入力と色を決めます 

 

(1) ツールバーの「テキストツール」をクリックして，塗りの色をクリックして「黄

色」をクリックします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 (2) ステージをクリックして「星」の文字を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(3) プロパティインスペクタでフォントとフォントサイズを決めます。 
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４．３ 星形を描きます 

                20 フレーム目に下の絵を描きます。 

 

 

 

 

 

 

 (1) 20 フレーム目を右クリックして「空白フレームの挿入」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2) ツールバーから「多角形ツール」を選びます。 

①  「ツールバー］の[矩形ツール]にマウスを当て，左ボタンを長押して，メニュ
ーを表示させます。 
②  メニューの｢多角形ツール｣をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) プロパティインスペクタで描画の設定をします。 

 ① 線の太さ，種類，塗りの色を決めます。 

 ② オプションをクリックします。 
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(4) 「オプション」をクリックして,ポップアップメニューのスタイルで「星」を選

び，［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) ステージ上でドラッグして星形を描きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 楕円を描きます。 

    ①  ［ツールバー］の[矩形ツール]にマウスを当て，左ボタンを長押して，メニ

ューを表示させます。 

    ②  メニューの｢楕円ツール｣をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) プロパティインスペクタで描画状態の設定をします。 
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 (8) ステージ上でドラッグして楕円を描きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）楕円の形や大きさを変更します。 

           ① 選択ツールをクリックします。 
 

 

 

 

              

② 対象の楕円を，ドラッグして，四角で囲み，右クリックして「自由変形」を

クリックします。 

③ 各辺や頂点の四角をドラッグして大きさや形を変えます。 

        

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(10)楕円をコピーします。 

① 対象の楕円をドラッグして，四角で囲み，マウスポインタが下図の形になった

ら右クリックします。 

②  メニューの「コピー」をクリックします。 

③ 適当な位置で右クリックして「ペースト」をクリックします。 

 

 

 

 

  

 

 

正円や正
方形を描
く に は
「Shift」
キーを押
しながら
ドラッグ
します。 
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(11)直線を描きます。 

① ツールバーから「直線ツール」を選びます。 
 

  

 

 

 

② プロパティインスペクタで線の色，太さ，種類を設定します。 
 

 

 

 

 

               ③ ドラッグして線を描きます。 

 

 

 

 

 

 

 

(12)直線を曲線にします。 

① ツールバーから「線ツール」を選び，直線を引き，ツールバーの「選択ツール」

をクリックします。 
②  マウスポインタを直線に近づけ，えくぼマークがでたらドラッグして曲線にしま
す。 

 

  

 

 

 

 

 

４．４ 「星」の文字が徐々に絵に変わるアニメーションを設定します 

(1) １フレーム目をクリックしてプロパティインスペクタでトゥイーンを「シェイプ」

に設定します。 
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(2) メニューバーの「修正」の「分解」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) メニューバーの「制御」の「ムービープレビュー」をクリックして動きを確認しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) メニューバーの「ファイル」の「書き出し」の「ムービーの書き出し」をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 「デスクトップ」をクリックして，「フラッシュ講座」をダブルクリックします。 
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(6) 「保存する場所」が「フラッシュ講座」になっていることを確認して，ファイル名

に「シェイプ」と入力して「保存」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 「OK」をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (8) 画面右上の×をクリックして flashファイルを保存して終了します。 
 ①  ［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェイプ 
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② 「デスクトップ」をクリックして，「フラッシュ講座」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイル名に「シェイプ」と入れて「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 動画の確認をします。 
 
① デスクトップにある「フラッシュ講座」フォルダを開いて，flashムービー［シ
ェイプ］をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

② 動きを確認します。 

 

 

 

 

シェイプ 
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５ フレームアニメーションで動きを付ける 
            

                 フレームアニメーションは１枚のイラストを描き，それに部分的な加工を加えなが

ら，２枚目，３枚目・・・と描いて，それを組み合わせたものです。 
２枚目以降の加工の際には，前後のフレームが重ねて見えるオニオンスキンを使用

すると便利です。 
 

５．１ すでに保存してあるイラストを素材として用います 

(1) 最初の要領で flashを起動して作業画面を開きます。 
 

(2) メニューバーの「ファイル」の「開く」をクリックします。 

 

 

 

(3) flashファイルの「シェイプ」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 星の周りをドラッグして囲み，星を選択状態にします。 
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 (5) 星を右クリックして，コピーをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 「名称未設定-１」をクリックして，表示されているファイルを変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 「名称未設定-１」のステージ上で右クリックして，「ペースト」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．２ 各フレームのイラストを編集します 

 

 (1) オニオンスキンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ICT教育研修テキスト 

 

(2) １フレーム目を右クリックして「フレームのコピー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ２フレーム目を右クリックして「フレームのペースト」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

(4) ２フレーム目を編集します。 

     ①  マウスポインタを下図の状態にして，ドラッグして「星」を変形します。 

 

  

 

 

 

 

 

          

 

(5) メニューバーの［制御］の［ムービープレビュー］で動きを確認します。 

 

(6) アニメーション全体の再生速度を調整します。 

①  メニューバーの［修正］の［ドキュメント］をクリックします。 
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   ② フレームレートの数値を入れ替えて［OK］をクリックします。 
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) メニューバーの「制御(O)」→「再生(P)」で動作を確認します。 

 

 

 ５．３ ムービーとして書き出す 

(1) メニューバーの［ファイル］の［書き出し］の［ムービーの書き出し］をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「デスクトップ」をクリックして,「フラッシュ講座」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレームレート
は１秒当たりに
再生するフレー
ム数です。フレ
ームレートの値
を大きくすると
再生速度が速く
なり，小さくす
ると再生速度が
遅くなります。 
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 (3) 「保存する場所」が「フラッシュ講座」になっていることを確認して，ファイル

名に「walk」と入力して「保存」をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) そのまま［OK］をクリックする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 画面右上の×をクリックして flashファイルを保存してソフトを終了します。 
          ①  ［はい］をクリックします。 
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② 「デスクトップ」をクリックして，「フラッシュ講座」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイル名に「歩く星」と入れて，「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ デスクトップにある「フラッシュ講座」フォルダを開いて，flash ムービー
［walk］をダブルクリックして動きを確認します。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

確認できたら終了します。 
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６ モーショントゥイーンで動きをつける 
 

はじめと終わりのイラストを作成（指定）するだけで，自動的に大きさ，色，位置

回転，透明度，明度などが変化するアニメーションが簡単に作成できます。 

 

それでは先ほど作成したムービー「walk」を使ってモーショントゥイーンを設定し
ます。 

 ６．１ ムービーファイルの「walk」を利用できるように取り込 

みます 

 

(1) 最初の要領で flashを起動して作業画面を開きます。 
 

(2) メニューバーの「ファイル」の「読み込み」の「ライブラリに読み込み」をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 「デスクトップ」をクリックして「フラッシュ講座」をダブルクリックします。 
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(4) 「walk」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 「walk」がライブラリに取り込まれたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

６．２ モーショントゥイーンの設定をする 

 

(1) ライブラリの「walk.swf」をドラッグ＆ドロップでステージに配置します。 
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(2) 最終フレーム（仮に 30 フレーム）を右クリックして[キーフレームの挿入]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

(3) プロパティインスペクタの[トゥイーン]で[モーション]をクリックします。 

 

 

 

 

(4) ドラッグ＆ドロップで星を最終的に移動させたい場所に移します。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) １フレーム目をクリックして,プロパティ－インスペクタの[トゥイーン]で[モ

ーション]を設定して，星をスタート位置に移します。 
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(6) メニューバーの「制御」の「ムービープレビュー」をクリックして星の動きを確認

します。 

 

 

 

 

 

 

７ モーションガイドを利用して自由に

動かす 
 

モーションガイドを設定することで星を自由に動かすことができるようになります。 

 

７．１ モーションガイドの設定をします 

 
(1) ガイドレイヤー表示ボタンをクリックしてガイドレイヤーを表示します。 

 

 

 

 

 

(2) ガイドレイヤーの１フレーム目をクリックして，ツールバーの「鉛筆ツール」

をクリックして，軌道を描きます。 
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(3) ツールバーの［選択ツール］をクリックして，ガイドレイヤーの１フレーム目を

クリックします。 

 

(4) 星をクリックして，中心を表示させ，星の中心と軌道の始点を一致させます。 

 

  

 

 

 

(5) ガイドレイヤーの最終フレームをクリックします。 

 

(6) 星をクリックして，中心を表示させ，星の中心と軌道の終点を一致させます。 

 

 

 

 

(7) メニューバーの「制御」の「ムービープレビュー」をクリックして,星の動きを確

認します。 

 

 

７．２ ムービーとして書き出します 

 

 (1) メニューバーの［ファイル］の［書き出し］の［ムービーの書き出し］をクリッ

クします。 
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(2) 「デスクトップ」をクリックして,「フラッシュ講座」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3) 「保存する場所」が「フラッシュ講座」になっていることを確認して，ファイル

名に「モーション」と入力して「保存」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) そのまま［OK］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モーション 
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(5) 画面右上の×をクリックして flashファイルを保存してソフトを終了します。 

           

 ① ［はい］をクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「デスクトップ」をクリックして，「フラッシュ講座」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイル名に「モーション」と入れて「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ デスクトップにある「フラッシュ講座」フォルダを開いて flashムービー［モ
ーション］をダブルクリックして動きを確認します。 

 

モーション 


